
ると、」までを次のとおり改める。

「これに対し、控訴人は、被控訴人が堀川から本件株式を譲り受ける前

に、堀川に対する融資の条件として、柴垣が本件株式を譲り受けた旨の主

張をする。しかしながら、仮に控訴人の主張する事実があったとしても、

塗差発生会社の生重 2譲渡_l主 当該塗_重il三塁登塗益生変旦 L生 生ユ l三効カ
を生じないとこれている (会社法 128条 )_止 ころ、工拠 (甲 2の 1ない
し 10)及 び弁論の全趣 旨によると、控訴人は、株券発行会社であると認
められ るか ら、株券の交付を受けていない柴垣に対 して本件株式の譲渡の

効力は生じておらず、被控訴人が堀川から本件株式の譲渡を受けることの

妨げにはならない。

また、控訴人は、堀川か ら被控訴人に対する本件株式の譲渡が虚偽表示

に当た り無効であって、被控訴人が本件株式を有 していない旨の主張であ

ると捉 える として も、本件において、堀川か ら被控訴人への本件株式の譲

渡1上 墾りll力さ被控証△ |こ星 L玉負っ_二墜左借入債務の代物弁済としてされ

上ニユ璽主2と二ゞ⊇L登 ≧_二 ろ!全上
=2萱
△鐘盗⊇ミ墾空のもの工ぬること生

ユ全_が上二重上_う 生証処1ま生≦=上亘菫墨塁」≧認坐亘笠三二止」昼三⊆星望童型ピL
したがって、本件株 主総会 1及 び本件株 総会 2が 開催 された とされ

る時点においても、現時点においても、本件株式を有する株主は被控訴人

Kl堕ζ二とニユfゞ:主菫並 _2玉全_」盤 訴人は、本件訴えの原告適格を有するも

のであるし、」

2 以上によれば、被控訴人の 請 求 を ずヽれ {、認容し した 原 判 決 は 本目当 ラ
ヽ
ヽ あ り、

本件控訴は理 由がないか らこれを棄却す ることとして、主文のとお り判決

する。

以 上
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